
■グリーン調達管理システム
（製品含有化学物質管理
・交換システム）のご紹介

eBASE株式会社 谷野／上野
Conference

200７



目次

• １、社会背景について

• ２、GREEN eBASE について

• ３、アプリケーションの位置づけ

• ４、eB-green について

• ５、eB-chemical について



１、(国際・国内)社会背景

1992年 リオ地球サミット

持続可能な開発とより良い未
来の保障

2002年 ヨハネ環境サミット

化学物質が、人の健康と環境にもたらす著しい悪影響
を最小化する方法で使用・生産されることを２０２０
年までに達成

●地球全体での環境汚染に関する動向

WEEE/RoHS/ELV
REACH
GHS

●産業界における遵守すべき規則の増加
中国版RoHS
韓国版RoHS

PRTR
J-MOSS
MSDS/GPN

JAMP,JGPSSI
IMDS/JAMA
JEITA

JIG
IPC-1752
ISO14021
RosettaNet

●消費者の関心の高まり

含有化学物質管理にともなうビジネスプロセスは複雑化する一方

米国マテル社
「バービーちゃん玩具等含有鉛基準量超で全品回収」

米国JCペニー社
「くまのぷーさん遊具セット等含有鉛基準量超で全品回収」

コニシ社
「ボンド製品MSDSアスベスト記載丌備疑惑で全品回収」

ソニー・クリエイティブプロダクツ社
｢トーマス木製レールセット等含有鉛基準量超

で全品回収」

英国玩具大手ハムリーズ社
「アクセサリー等含有鉛基準量超で全品回収｣



１、背景からくる今後の必然性

●管理レベルの変化（個別企業単位）

材料 化学物質部品 材料 化学物質部品製品材料 化学物質

製品メーカー（川下）部品メーカー（川中）材料メーカー（川上）

①対象の増加

③管理内容の
深度増

登録の有無
技術書類一式
化学物質安全性報告書

②管理物質の増加

材料 化学物質

ダメなものだけ管理（例：水銀）

現状の管理レベル

化学物質

すべての含有物質を管理

製品/部品/材料

今後必要になってくる管理レベル

●管理レベルの変化（サプライチェーン単位）

安全データシート
（MSDS等）

安全データシート
（MSDS/JGP等）

サプライチェーン全体で効率的に運用できるしくみが必要



２、 GREEN eBASE とは

BOM(部品表)・原材料レシピ

部品構成
指定有害物質判定

・ 組成情報

御社

仕入先(サプライヤー)

顧客(バイヤー)

サプライヤーの立場

調査

回答

調査

回答

or

or

安全データシート
・JGPSSI
・JAMA/IMDS(予定)
・AIS/REACH(予定)

A.グリーン(調達)情報のサプライチェーン支援ツール

サプライヤ支援
・無償配布型
・データ送信と顧客毎帳票の流込提供の双方支援

バイヤー支援
・ほしい情報を早く、高品質な形で、受け取れる

・受け取り・送付側で共通の使い勝手

バイヤーの立場

安全データシート
・MSDS
・MSDSplus/REACH(予定)



２、 GREEN eBASE とは

御社

バイヤーの立場 MSDS・GHS

B.グリーン(調達)情報の管理と入出力

・国際・国内基準に順次対応予定

AIS/REACH ※予定

JGPSSI

MSDSplus/REACH ※予定

製品

原材料

組成

製品(部品)

材料

化学物質(群）

サプライヤーの立場

JAMA/IMDS ※予定

MSDSplus/REACH ※予定

AIS/REACH ※予定

JGPSSI

規制物質非含有証明書
材料明細
化学物質含有情報シート

JAMA/IMDS ※予定

IUCLID5/REACH ※予定自社フォーマット
特定バイヤー独自フォーマット



２、eBASE シリーズならではの利用ニーズや規模に応じた導入が可能

ユーザー(サプライヤー)の規模・成熟度に合わせて
最適なシステムを選択可能

Step1
Step2

Step3

Step4

入力専用ソフト

データ入力
データの共有化

帳票出力
データ収集

データ入力
データの共有化

帳票出力
データ収集

その他オプション機能

入力専用ソフト
データの共有化



２、eBASE シリーズならではのオプション群が利用可能

システム間連携機能

専用画面

基幹システム
BOMシステム
等既存システム

プログラムによるフルアクセス

XMLによるインターフェイス

CSVによるインターフェイス

フラットtable化SQLインターフェイス

化学物質情報のWeb開示

eB-API
eB-talk
eB-cast
eB-view

eBASEserver

eBASE web
eB-green web

各部門による情報アク
セスの制御／管理

eB-access

回答情報の承認・決済

eB-workflow



３、アプリケーションの位置づけ

eB-chemica l（川上） eB-green（川中、川下）

広報・CSR・環境部門

化学会社・材料会社
（トナー、ペンキ、接着剤等含む） 部品・製品会社（JAMP企業：部品調達）



４、eB-greenについて

製品(部品) 構成部品 構成材料

鉄

銅

カドミウム及び
その化合物 70mg

カドミウム 60mg
硫化カドミウム 10mg
・・・

化学物質群 化学物質

1g

0.1g

ボールペン

スプリング

口金

銅軸

クリップ

ノック部品

リフィール

リフィール
インク 液体

製品重量(例 10g)
含有総合判定(Y/N)

。。。。
。。。。
。。。。

0.1g

合計 10g

材料毎重量(例 鉄1g) 指定物質群重量
含有判定(Y/N)

化学物質毎重量
使用用途・部位毎重量

Cd-J-99 : 75ppmを超える
カドミウムを含む・・・70mg

用途

CAS番号

指定化学物質群

回答方法1 回答方法2

回答方法3

A)製品(部品)全体で、B)部品毎の情報も含めて、重量・含有化学物質判定の回答



４、eB-green （購入体(製品/部品)情報画面）

部品構成
（階層化）

バイヤー部品情報
サプライヤ部品・回答情報

メーカー製品情報

JGPSSI/JGPver3.22入出力
JAMA/IMDS入出力
AIS/MSDSｐｌｕｓ入出力



４、eB-green （材料(材質)構成情報(LCA/リサイクル)画面）

材料(材質)構成（LCA：リサイクル）

化学物質入力



４、eB-green （化学物質群＆化学物質（CAS）情報画面）

化学物質群（RoHS/JGPSSI）

化学物質（RoHS/JGPSSI/REACH）

化学物質マスター登録
（CAS-NO)



４、eB-green （化学物質群＆化学物質（CAS）情報/部位・使用用途画面）

部位・使用用途（RoHS/JGPSSI)



４、eB-green （環境負荷情報入力画面（再生材料利用達成率等）画面）

環境負荷情報管理
マスター化して管理が可能



４、eB-green （部品構成の調査依頼における明細情報（JGPSSIベース）画面）



４、eB-green （調達依頼情報（JGPSSIベース）画面）

調査依頼元（バイヤー）に関する情報

調査回答元（サプライヤー）に関する情報

帳票出力ボタン



４、eB-green （ドキュメント管理情報画面）

部品番号
ドキュメント種別



４、eB-green （工程管理情報(製品・部品製造工程、コンタミネーション管理)画面）



４、eB-green （化学物質情報のWeb開示/eB-green web画面）



５、eB-chemical について

原単位 組成

原材料情報

御社

MSDS・GHSシート

危険有害性情報・区分
取り扱い情報、GHSラベル

MSDS入力アシスト 法令マスタ 物質マスタ

仕入先

ガソリン（CαHβX）
酸素（O2）

二酸化炭素（CO2）
水（H2O）
その他

例）


